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編 集 後 記

日本はプレートの影響もあり、地震の発生
頻度が高い。さらに世界のなかでも「地震大国」
といわれている。いつ起こるかわからない地
震に対しての対策は今後も重要である。

令和6年能登半島地震では「地域住民間の
繋がりが強く、安否確認を迅速に行うことが
できました」と警視庁警備部災害対策課が
2024年４月にＸでポストしている。

では介護施設において、地域住民とどのよ
うなつながりができているのだろうか。デイ
サービスなどではボランティアとして住民の
方が関わってきていることは多くあるだろう。
当法人でも住民公開講座やイベント等の開催

により地域住民とのつながりを築いている。
新型コロナが5類になったことにより、い

ままでは控えていた地域住民とのつながりを
さらに深めることができる。各介護施設では
BCP（事業継続計画）に対する研修も行われて
いる。能登半島地震を教訓とするならば、水
道復旧まで時間を要する場合の具体的な状況
を想定しての防災訓練が、より必要になって
くると考えている。その上で、地域住民とと
もに実施する防災訓練も今後視野に入れるこ
とで、より地域とのつながりが密になるので
はないだろうか。

 全老健広報情報委員　小野佑茄莉
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